
国際ロータリー第2640地区

和歌山東ロータリークラブ
URL：http://www.werc.jp　E-mail：info@werc.jp

ロータリーは
世界をつなぐ

奉仕活動を支え、助け合い
次につなげるクラブ活動 2019-2020年度

和歌山東ロータリーの
テーマ

2019-2020年度  国際ロータリーのテーマ

❹みんなのためになるかどうか❸好意と友情を深めるか❷みんなに公平か❶真実かどうか
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こばと学園餅つき会開催のお知らせ
　2019年12月14日（土）午前10時～正午　こばと学園園庭　　多数のご参加をよろしくお願いします。

委 員 会 報 告� 青少年奉仕委員会　藤村　孝義  委員長

会 長 報 告� 赤井　雅哉  会長

幹 事 報 告� 佐藤　義記  幹事

　みなさん、こんにちは。
　今朝、新聞を見ると梅の収穫が55年連続の日本一とありました。シェアも65％と梅王国和
歌山を再認識しました。そして北海道の今回のIR辞退、遠のいたと思った和歌山の目がまた
復活なのかとの思いが走りました。
　先週の例会は休会でしたが、24日は和歌山大学での世界エイズデーの啓発キャンペーンと

17日には恒例のこばと学園とのみかん狩りがありました。
　今年の啓発キャンペーンではビラ、ティッシュ等の配りものが禁止になったのに伴ってお手伝いすること
が少なくなったので、写真の撮影会のようになってしまいましたが、新しく出来たローターアクトのメンバー
と交流できたのは収穫だった気がします。
　そしてみかん狩りでは園児たちの楽しそうな顔を見られて充実した時間でしたが、今年も台風被害からみ
かんがまだ復活してなく、来年は復活してくれることを望むばかりです。
　最後に本日、こども総合支援センターの見学会のお知らせを配布させていただいております。
　今年度の財団補助金を使った社会奉仕事業として新しくできるこのセンターに遊具を寄贈させて頂きます。
その寄贈の品を見てもらい施設を見学したいと思っております。
　年末のお忙しい時期になりますがよろしくお願いします。
　会長報告は以上です。

◦2640地区より「令和元年８月九州北部豪雨災害」義捐金のお礼状が届いております。
　………………………………………………………………………………………………………回覧
◦こばと学園より先日のみかん狩りのお礼状と子ども達からのお礼の文章が届いております。
　………………………………………………………………………………………………………回覧
◦和歌山県福祉保健部健康推進課より、「世界エイズデー2019  in和歌山」への協力に対して
　お礼状が届いております。………………………………………………………………………回覧

2020年1月1日より和歌山東ロータリークラブ事務局所在地のビル名が変更になります。

（旧）和歌山市三番丁6　関西電電ビル5Ｆ　→　（新）和歌山市三番丁6　三番丁ビル５Ｆ
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❹みんなのためになるかどうか❸好意と友情を深めるか

❷みんなに公平か❶真実かどうか

ありがとうございました

■卓話「伝統とものづくり」
つまみ細工作家兼講師　橋本　光代さん

■ロータリーソング� 島　公造　ソング委員長
「和歌山市市歌」
「和歌山東ロータリーの唄」

■年次総会
　「次々期会長、次期副会長、次期幹事、次期会計、次期理事選出」

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
淡紅色の夢（服部　克久）
ブルー・ラグーン（服部　克久）

出席報告 会員数 43名（内出席規定適用免除会員8名）

島　公造　出席委員長 11月28日（本日） 26名/38名 68.4％ 皆さん、出席してください。

中山　恒夫さん	 家内の誕生日に美しい花を届けて頂きありがとうございました。

奥村　申二さん	 今晩I.D.M.2班開催します。よろしくお願いします。

赤井　雅哉さん	 橋本さん本日はよろしくお願いします。

	 急に寒さを感じます。体に気をつけて下さい。

佐藤　義記さん	 先週（11月22日）息子の結婚式がありました。

加納　研次さん	 橋本様、本日の卓話よろしくお願いいたします。

にこにこ箱

本日の例会� 12月5日（木） 前回の例会� 11月28日（木）

本日の累計…5,000円（計5名5件）　〔お誕生日お祝い…210,000円　皆出席表彰…10,000円　その他…581,000円　累計…801,000円〕

■卓話「ノットワーキング（地域の結び目づくり）と病院経営」
宇都宮病院　宇都宮　越子さん

次回の例会� 12月12日（木）

　和歌山東ロータリークラブ様、この度はこのような機会をいただきましてありがとうござ
いました。
　皆さんはつまみ細工というものをご存じでしょうか？江戸時代から伝わる伝統技法で、正
方形に小さく切った絹の布をピンセットで摘んで花や鳥などの文様を作って髪飾りなどに用
いられる。江戸時代は特に、布をはじめ様々な資源が貴重だった時代。ちょっとしたもので

も使いまわしたりリサイクルしたりと、「もったいない精神」が根付いていました。絹織物などの布製品も例
外ではなく、着物を仕立てる際に出る余った切れ端などを使って小物を作るようになっていきます。
　特に、江戸時代の女性にとって手芸は必須と言っていいほど、重要なもの。女性たちの手によって細工が
発展していき、それが「つまみ細工」の原型となりました。現在では舞妓さんや成人式や婚礼時の髪飾りと
して用いられています。作り手は、贈られる方のお気持ちに添えるよう心を込めたからこそ、伝統として受
け継がれてきたのだとおもいます。
　大量生産に大量消費の現在、便利に気軽に物を手にすることができますが、どれだけの物に愛着を持ち大
切に使っているのだろうかと私自身が自問自答することもしばしば。インターネットも当たり前になり、世
界中の人と繋がることが可能で買い物もスマホやパソコンのクリック一つで可能な時代。会って空気感や表
情を感じることもなく大体の用事を済ませることが出来る時代に、人と人とのコミュニケーション、アナロ
グな部分が置き去りにされてきているからこそ、忘れてはならないような気がします。
　つまみ細工以外にもハンドメイドと呼ばれる作品がたくさんございますが、ハンドメイド作品を手にする
機会がございましたら、今回の話をふと思い出して頂けたら幸いです。

卓話「伝統とものづくり」� つまみ細工作家兼講師　橋本　光代さん


